
　 本 発 表 は、 サ ン ＝ ド ニ 修 道 院 付 属 聖 堂 の 13 世 紀 の 改 築 （1231–81） に お い て 誕 生 し た、

正 方 形 平 面 を 持 つ 特 異 な ト ラ ン セ プ ト （交 差 廊、 袖 廊） に つ い て、 図 像 学 的 観 点 か ら 考 察

す る も の で あ る。 ゴ シ ッ ク 建 築 の 誕 生 と 位 置 付 け ら れ る 修 道 院 長 シ ュ ジ ェ ー ル に よ る 12

世 紀 半 ば の 改 築 に 対 し て、13 世 紀 の 改 築 は、 レ イ ヨ ナ ン ・ ゴ シ ッ ク の 最 初 期 の 作 例 と し

て の 様 式 的 位 置 付 け に 焦 点 が 当 て ら れ て き た。 ま た、 サ ン ト ＝ シ ャ ペ ル 研 究 を 中 心 に、 パ

リ 13 世 紀 美 術 ・ 建 築 と ル イ 9 世 の 政 治 的 意 図 と の 関 係 が 論 じ ら れ る な か で、 サ ン ＝ ド ニ

研 究 に お い て も、13 世 紀 半 ば に 導 入 さ れ た フ ラ ン ス 王 家 の 霊 廟 プ ロ グ ラ ム に つ い て、 王

家 と 修 道 院 の 関 係 が 指 摘 さ れ た。 そ し て、 広 大 な ト ラ ン セ プ ト は、 も っ ぱ ら こ の 霊 廟 プ ロ

グ ラ ム の ス ペ ー ス を 確 保 す る と い う 目 的 が 強 調 さ れ て き た の で あ る。

　 発 表 者 は、 ト ラ ン セ プ ト の 平 面 が、 ヨ ハ ネ の 黙 示 録 に お い て 記 述 さ れ る、 一 万 二 千 ス タ

デ ィ オ ン 四 方 と い う「天 上 の エ ル サ レ ム」の 寸 法 と 幾 何 学 を 参 照 し て い る こ と を 指 摘 す る。

S. McK. ク ロ ス ビ ー の 指 摘 し た よ う に、 平 面 の 寸 法 に は、 当 時 の 王 領 で 使 用 さ れ た 単 位 ピ

エ （仏 ：pied、1 ピ エ ≒ 0.325m） が 用 い ら れ た。13m 四 方 の 正 方 形 で あ る 交 差 部 の ベ イ を

始 め と し て、 ト ラ ン セ プ ト と 身 廊 は、 お お よ そ、13m（40 ピ エ） と そ の 半 分 の 6.5m（20

ピ エ）の モ ジ ュ ー ル に よ っ て 設 計 さ れ て い る の で あ る。そ の 結 果、聖 堂 の 中 央 に、39m 四 方、

す な わ ち 120 ピ エ 四 方 の 広 大 な 正 方 形 の 平 面 が 生 じ る。こ れ は 規 則 的 な ベ イ の 寸 法 に 加 え、

ト ラ ン セ プ ト に お い て は 前 例 の な い、 二 重 の 側 廊 が 採 用 さ れ た こ と に 起 因 し て い る。 内 陣

と の 連 結 部 分 に お け る 平 面 の 歪 み を 甘 受 し て い る こ と を 鑑 み れ ば、 正 方 形 平 面 と 寸 法 が、

黙 示 録 を 参 照 す る た め に 意 図 的 に 採 用 さ れ た 可 能 性 が あ る。 ま た、 寸 法 に 加 え、12 分 割

を 基 調 と す る ト ラ ン セ プ ト の 巨 大 で 革 新 的 な バ ラ 窓 も、エ ル サ レ ム を 構 成 す る「12 の 宝 石」

の 参 照 と し て 解 釈 で き る。

　 黙 示 録 の 記 述 に 依 拠 し た 正 方 形 平 面 の 天 上 の エ ル サ レ ム の 図 像 と し て、 ベ ア ー ト ゥ ス 黙

示 録 註 解 書 の 写 本 挿 絵 が 挙 げ ら れ る。 と り わ け、 同 時 代 の カ ス テ ィ ー リ ャ 王 国 で 制 作 さ れ

た 写 本 が、 カ ス テ ィ ー リ ャ 王 家 出 身 の ル イ 9 世 の 母、 ブ ラ ン シ ュ・ド・カ ス テ ィ ー ユ を 介

し て 平 面 の イ メ ー ジ ソ ー ス と な っ た 可 能 性 を 提 示 す る。 ま た、 他 で も な く サ ン ＝ ド ニ に お

い て、 特 異 な 参 照 手 法 が と ら れ た 背 景 と し て、「聖 堂 献 堂 の 祭 日」 の 典 礼 に お け る 黙 示 録

か ら の 引 用 に 加 え、13 世 紀 前 半 に お い て 未 だ 意 識 さ れ て い た シ ュ ジ ェ ー ル の 著 作 と 聖 堂

に 根 拠 を 求 め る。 サ ン ＝ ド ニ に お い て は、 と り わ け 石 と ス テ ン ド ・ グ ラ ス か ら な る 建 築 に

よ っ て 天 上 の エ ル サ レ ム を 参 照 す る こ と に 意 義 が あ っ た の で あ る。 最 後 に、 ト ラ ン セ プ ト

の 形 式 が、 霊 廟 プ ロ グ ラ ム に よ る カ ペ ー 朝 正 統 化 の プ ロ パ ガ ン ダ の 中 で 持 ち 得 た 意 味 に つ

い て 考 察 す る。
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